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みどりと公園課：公園係長　櫻井正博

子育て支援課：課長　山口聡、保育係長　小糸克己

	検討事業
	１　（仮称）新座ふれあいの家建設事業について

２　（仮称）新座二丁目ふれあい公園施設整備事業について

３　（仮称）新座市立新座保育園建設事業について

	会議資料
	１　次第、出席者（委員）名簿

２　会議資料
　⑴　コミュニティ推進課分：予定事業調書、６つの視点
チェックカード、（仮称）新座ふれあいの家建設工事 工事工程表、設計図

⑵　みどりと公園課分：予定事業調書、６つの視点チェックカード、事業スケジュール案、設計図

⑶　子育て支援課分：予定事業調書、６つの視点チェックカード、（仮称）新座市立新座保育園新築工事全体工程表、設計図、案内図、（仮称）新座保育園の名称について

⑷　参考資料：市ホームページ抜粋、旧新座小学校跡地の活用について（お知らせ）、跡地活用の全体スケジュール表

	その他の

必要事項
	　特になし。

	審　　議　　の　　内　　容　　（審議経過、結論等）

	１　開会

２　委員長挨拶

３　事業検討（事務局及び事業所管課の説明、意見の聴取、質疑）

　⑴　事務局説明（旧新座小学校跡地について）

・　旧新座小学校は、近隣の大正小学校と統合することに伴い、平成１６年３月に閉校した。旧新座小学校の校舎及び体育館については、市の方針が定まるまでの間市民に暫定的に利用を許可していたが、昨年度、旧新座小学校跡地（以下「跡地」という。）の活用方針が決定したため取り壊すこととなった。

・　跡地の活用方法については、様々なメリットを勘案した上で、一部を公共施設用地として残し、それ以外を売却することとした。

・　売却用地については、本年度、大和ハウス工業が購入し、５０棟近い戸建住宅を建設する。

・　公共施設用地については、地域の方のために、ふれあいの家、公園、保育園を建設する。

・　ふれあいの家については、跡地の北側にあった新座集会所が老朽化していたため、跡地内にふれあいの家として建て替えることとした。

・　公園については、防球ネット付きのボール遊びができるものを整備する。また、戸建住宅の建設に伴い、大和ハウス工業も公園を整備するため、合計二つの公園が整備される。

・　保育園については、跡地北側にある第七保育園と跡地の近くにある大正保育園を統合して新しい公立保育園を１園建設する。

・　三つの施設とも、平成２６年度末に整備が終わる予定である。

・　各施設の名称については、各所管課で決裁等を受けて決定していたが、本日付議されている施設については、跡地の活用に伴い整備されるものであるため、合わせて検討するものである。

⑵　（仮称）新座ふれあいの家建設事業について

ア　事業所管課（コミュニティ推進課）説明

コミュニティ推進課から、資料に基づき次のとおり説明があった。

・　名称として「新座ふれあいの家」を提案する。

・　「ふれあいの家」は、集会所のほか、軽体育室としても使える多目的室や会議室を備えた複合施設を指しており、当該施設もこれと同様の機能を持つ施設であるため、「ふれあいの家」という言葉を入れた。

・　「新座」という言葉を入れた理由については、市内に４か所（北野、栗原、新堀、東）存在するふれあいの家の名称には全て地名が付いており、それらと統一を図るためである。

また、地域の方に愛着を持って施設を利用していただくことに加え、市外在住の方など新座市の地理に詳しくない人にもすぐに所在地を分かっていただけるように地名を入れた。

イ　審議経過及び審議結果（「・」は委員からの質疑及び意見を表す。）

　　審議経過

・　施設所管課であるコミュニティ推進課では、市民に施設の利用案内を行う際、「ふれあいの家」は有料、「集会所」は無料で使用が可能であると説明をしている。市民にも浸透しているため、有料施設であれば「ふれあいの家」とし、地名を入れることで良いのではないか。

⇒　一同了承

　　審議結果

　　　集会所の名称について、快適にいざ創造会議として「新座ふれあいの家」を推薦することとした。

⑶　（仮称）新座二丁目ふれあい公園施設整備事業について

ア　事業所管課（みどりと公園課）説明

   　みどりと公園課から、資料に基づき次のとおり説明があった。

・　公園は市整備公園と業者整備公園の二つがあるが、一つの公園として名称を同一のものとし、「新座二丁目ふれあい公園」とすることを提案する。

・　市内で住宅開発に伴い事業者が公園を整備する場合、「ポケットパーク」という名称を付けることが多いが、今回事業者が整備する公園は、「ポケット」といイメージにそぐわない面積（約７００㎡）であることから、別の名称を設定すべきと考える。

・　「新座二丁目ふれあい公園」としたい理由は、地名に加えて所在地の丁目があると管理上分かりやすいからである。また、近年整備した公園は「ふれあい公園」としていることから、市内の他の公園の名称と統一を図ることができる。

イ　審議経過及び審議結果（「・」は委員からの質疑及び意見、「→」は質疑に対する事業課の応答を表す。）

　　審議経過

・　「児童遊園」と「公園」との違いを教えてほしい。

→　児童のための施設については「児童遊園」とし、都市公園等に当たるものを「公園」としている。今回の公園は、都市公園に準じる施設（準都市公園）に当たるため、「公園」としたい。

・　同地区内に複数公園がある場合は、区別をするために「〇〇丁目」と記す必要があるかもしれないが、新座地区に公園は一つしかないため、「二丁目」という文言は入れなくても良いのではないか。

・　防災の観点から見ると、有事の際すぐに場所を想起できるように「二丁目」という言葉がある方が良いのではないか。

　⇒　一同了承

　　審議結果

　　　集会所の名称について、快適にいざ創造会議として「新座二丁目ふれあい公園」を推薦することとした。

⑷　（仮称）新座市立新座保育園建設事業について

ア　事業所管課（子育て支援課）説明

　子育て支援課からは、以下のとおり説明があった。

・　既存の公立保育園については、１園ごとの建替えを行っているため、建替後の保育園の名称についても建替前のものと同じ名称としていた。
しかし、本件は、大正保育園と第七保育園の２園の統合による建替えとなっており、完成後の保育園の名称について協議する必要がある。
　・　場所が分かりやすいよう地名を入れ、近隣の第二新座幼稚園とは区別がつくような名称にしたいと考えている。

・　保育園の職員等に意見を聴いたところ、「にいざ」や「やなせさくら」の支持が高かった。

イ　審議経過及び審議結果（「・」は委員からの質疑及び意見、「→」は質疑に対する事業課の応答を表す。）

　　審議経過

・　「やなせさくら」という案を出した理由を教えてほしい。

→　保育園の園庭に桜を植えるわけではないが、園児が散歩の際に頻繁に訪れる柳瀬川沿いに桜が植えられているため提案された。

・　保育園の近くに植えてある「はなみずき」を名称に入れるのがよいのではないか。近隣の幼稚園との区別も付きやすい。

・　第二保育園と第二新座幼稚園は響きが似ているが、混同してしまうことはないのか。　

→　それぞれ栗原と新座に立地しており、場所が離れているため、混同のおそれはない。

・　凝った名称であると、法人が整備した保育園であるとの誤解を招くおそれがあるのではないか。公立の保育園らしく、シンプルに「新座保育園」としてはどうか。

・　「新座保育園」にする場合、「新座」は、漢字表記とするか、平仮名表記とするか。

・　柔らかい印象とするために、平仮名表記が良いのではないか。

・　平仮名で「にいざ」と表記すると、新座地区限定ではなく市全体を指すものと誤解を招くおそれがあるのではないか。

・　地名を名称に入れている他の公立保育園は漢字表記としているため、統一を図り、今回も漢字表記が良いのではないか。

　審議結果

挙手にて投票を行った結果、新座保育園が７票、にいざ保育園が１票となり、得票数の多かった「新座保育園」を快適にいざ創造会議として推薦することとした。

４　閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　以上


